
牧野記念病院 院内感染対策指針  
 

当院における院内感染の防止に留意し、感染等発生の際にはその原因の速やかな特定、制圧、 

収束を図ることは病院にとって重要である。このため、院内感染防止対策を全従業者が把握し、

この指針に則った医療を提供できるように取り組む。 

   

１ 院内感染防止対策に関する基本的な考え方 

当院における院内感染の防止に留意し、感染等発生の際にはその原因の 

速やかな特定、制圧、終息を図ることは、病院にとって重要である。このため、 

院内感染防止対策を全従業者が把握し、この指針に則った医療を患者に 

提供できるように取り組む。 

 

２ 院内感染防止対策のための委員会、組織に関する基本的事項 

（1）院内感染防止対策委員会 

     院内感染防止対策の業務を推進し、院内感染に関する監視を行い、情報収集、 

指導・啓発する役割を担う。医師、看護師、検査科、薬局、放射線科、栄養科、事務部 

その他院長から指名を受けた職種横断的なメンバーにより 

構成され、月に 1回開催する。 

委員会において院内感染防止対策の病院全体に関わる方針を決定する。 

アウトブレイク等重大な事象が起きた際には、臨時で委員会を開催する。 

 

（2）感染制御チーム（ICT） 

      院内感染防止対策委員会の中から、医師、看護師、薬剤師、臨床検査技師などから 

なる感染制御チームを組織し、院内感染対策委員会と協力して感染防止に係わる 

日常業務を行う。 

    

ⅰ）院内感染事例の把握とその対策の指導 

      ⅱ）院内感染防止対策の実施状況の把握と指導 

      ⅲ）感染サーベイランスの情報分析、評価と効果的な感染対策の立案 

      ⅳ）抗菌薬適正使用の把握と適正化 

      ⅴ）院内感染防止対策マニュアルの遵守状況の把握と指導 

      ⅵ）定期的な巡回の実施とその記録 

      ⅶ）院内感染防止対策を目的とした職員研修の計画・実施 

 

 

３ 院内感染防止対策のための全従業者に対する研修に関する基本方針 

    院内感染防止対策のための基本的考え方及び具体的方策について、個々の従業員の 

院内感染に対する意識を高め、業務を遂行する上での技能やチ―ムの一員としての 

意識の向上等を図ることを目的として、全職員対象の研修を年 2回程度定期的に開催 

するほか、必要に応じて行う。 

 



４ 感染症の発生状況の報告に関する基本方針 

法令に定められた感染症の届け出を行う。 

院内感染防止対策の一環として血管内留置カテーテル関連感染（BSI）、尿道留置 

カテーテル関連感染（UTI）の感染率を把握し、院内の医療関連感染に関わるデータを 

収集･管理･分析･評価し、評価結果に基づいた感染対策を行う。 

院内感染防止対策委員会での検討及び現場へのフィードバックを行う。  

 

 

５ 院内感染発生時の対応に関する基本方針 

感染症患者が発生した場合は、医師または看護師から所定の様式をもって院内感染 

防止対策委員会に速やかに報告する。また、緊急を要する感染症の発生時は、直ちに 

院内感染防止対策委員会への報告を行い、医療安全管理委員会及び院内感染防止対策 

委員会においては、緊急対策を講ずるとともに再発防止及び対応方針を検討する。 

 

 

６ 患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 

各部署に本指針を置き、職員及び患者、ご家族の希望に応じて閲覧出来るものと 

する。周知の必要性のある情報は、回覧などで行う。 

 

 

７ その他の院内感染防止対策の推進のために必要な基本方針 

院内感染防止対策の推進のため、当院の現状に即した「院内感染防止対策 

マニュアル」を作成し、病院従業者への周知徹底を図る。 

社会情勢や病院の状況の変化に合わせて、少なくとも 1年に 1度、指針及び 

マニュアルの定期的な見直しを行い、必要に応じて随時改正する。 

毎日の感染情報を作成し病院従業者への発生状況の周知を図る。 

 

 

８ 情報共有に関する基本方針 

院内感染における疾病の説明と共に、感染防止の意義、及び基本手技についても 

説明し、理解と協力を得たうえで共有していくものとする 

 

附則 

       この指針は、平成 19 年 10 月 1 日から施行する。 
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